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10
月
15
日
（
土
）、
２
０
１
５
年

度
北
星
学
園
大
学
同
窓
会
総
会
・

懇
親
会
が
札
幌
全
日
空
ホ
テ
ル
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
４
時
半
か
ら
の
定
期
総

会
で
は
、56
名
の
方
が
出
席
さ
れ
、

議
案
１
『
２
０
１
５
年
度
活
動
報

告
・
会
計
決
算
報
告
及
び
会
計
監

査
報
告
に
つ
い
て
』、
議
案
２

『
２
０
１
６
年
度
活
動
計
画
・
会
計

予
算
に
つ
い
て
』
そ
れ
ぞ
れ
協
議

さ
れ
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

総
会
終
了
後
、
午
後
５
時
半
か

ら
は
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
昨
年

よ
り
多
い
１６１
名
の
方
が
出
席
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
、
讃
美
歌
、
聖
書
朗
読
、

祈
祷
が
日
髙
チ
ャ
プ
レ
ン
の
司
式

に
よ
り
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
松
倉

千
春
同
窓
会
会
長
、
大
山
綱
夫
理

事
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、

田
村
信
一
学
長
の
乾
杯
で
懇
親
会

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

多
く
の
同
窓
生
と
旧
教
職
員
の

石
川
恒
夫
先
生
、
三
宅
章
介
先
生
、

大
友
陽
子
先
生
、
米
本
秀
仁
先
生
、

山
本
敏
子
さ
ん
、
舛
森
匡
子
さ
ん

が
出
席
し
て
く
だ
さ
り
、
そ
の
他

現
教
職
員
や
各
支
部
の
方
々
も
出

席
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

懇
親
会
の
中
で
は
、
招
待
教
員

の
酒
井
玲
子
学
園
長
に
ご
挨
拶
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
際
、酒

井
先
生
が
「
北
海
道
社
会
貢
献
賞

（
私
学
教
育
功
績
者
）」
を
受
賞
さ

れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
出
席
者

一
同
で
お
祝
い
の
拍
手
を
送
り
ま

し
た
。

に
ぎ
や
か
な
懇
親
会
が
続
く

中
、
在
学
生
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
、「
ア
カ
ペ
ラ
サ
ー

ク
ル
ぽ
ら
り
す.

」
と
「
チ
ア
ダ
ン

ス
部
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｒ
Ｙ
Ｓ
」
に
出
演

し
て
い
た
だ
き
会
場
を
沸
か
せ
ま

し
た
。

そ
の
後
、
今
年
度
の
同
窓
会
奨

励
生
３
名
か
ら
の
挨
拶
、
同
窓
会

役
員
表
彰
、
各
支
部
か
ら
の
活
動

報
告
が
行
わ
れ
、
経
済
学
部
の
西

脇
隆
二
教
授
の
ゼ
ミ
で
製
作
し
た

ワ
イ
ン
の
Ｐ
Ｒ
も
な
さ
れ
ま
し

た
。最

後
に
、
今
年
で
支
部
設
立
30

周
年
を
迎
え
た
北
見
支
部
の
三
浦

鶏
一
支
部
長
よ
り
閉
会
の
乾
杯
を

し
て
い
た
だ
き
、
楽
し
く
華
や
か

な
懇
親
会
は
終
了
い
た
し
ま
し

た
。年

に
一
度
の
こ
の
定
期
総
会
・

懇
親
会
は
、
同
窓
生
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
、
懐
か
し
い
教
職
員
の
方

と
の
再
会
や
同
窓
生
同
士
の
さ
ら

　
２
０
１
６
年
も
国
内
外
様
々

な
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

北
海
道
に
注
目
す
る
と
、
８
月

に
台
風
７
号
、
11
号
が
立
て
続

け
に
上
陸
し
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
が
、
３
月
の
北

海
道
新
幹
線
開
業
、
10
月
の
プ

ロ
野
球
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
日
本
一
な
ど
の
明
る
い
ニ
ュ

ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち

は
こ
の
よ
う
に
様
々
な
情
報
の

中
で
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
１
９
９
０
年
代
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
目
覚
ま
し
く
普
及
し

て
か
ら
わ
ず
か
20
年
余
り
、
今

で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
介
し
て
個
人
が

手
軽
に
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
か
ら

多
く
の
情
報
を
求
め
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。
新
聞
、

T
V
、
ラ
ジ
オ
、
雑
誌
等
が
情

報
源
だ
っ
た
１
９
６
０
年
代
を

学
生
と
し
て
過
ご
し
た
私
に
と

っ
て
は
本
当
に
驚
き
で
あ
り
ま

す
。

　
し
か
し
現
代
、
新
た
な
問
題

に
直
面
し
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
は
膨
大

な
情
報
か
ら
有
用
な
情
報
を
選

択
す
る
力
が
以
前
に
も
増
し
て

必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
か
ら

で
す
。
そ
の
力
を
養
う
場
の
一

つ
が
「
大
学
」
で
す
。

　
今
、
ま
さ
に
皆
さ
ん
は
「
大

学
」
と
い
う
港
か
ら
「
社
会
」

と
い
う
大
海
原
に
「
航
海
」
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
心
は
「
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
こ

と
が
私
を
待
ち
受
け
て
い
る
の

だ
ろ
う
」
と
期
待
と
不
安
に
満

ち
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　「
私
」
と
い
う
船
を
操
る
に

は
、
情
報
収
集
力
や
分
析
力
の

よ
う
な
「
理
知
的
な
力
」
が
必

要
で
す
。
し
か
し
そ
れ
以
上
に

大
切
な
こ
と
は
困
難
に
立
ち
向

か
う
「
勇
気
」
と
「
行
動
力
」

で
す
。
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
が
社

会
に
出
た
際
、
不
条
理
な
こ
と

を
経
験
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
決
し
て
く
じ
け
な

い
で
く
だ
さ
い
。
自
分
の
可
能

性
を
信
じ
て
く
だ
さ
い
。「
悩

む
こ
と
」
は
悪
い
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
悩
み
な
が
ら
立
ち

向
か
っ
て
い
く
「
勇
気
」
と
「
行

動
力
」
は
皆
さ
ん
が
成
長
す
る

た
め
の
「
源
」
と
な
る
で
し
ょ

う
。

　
も
う
一
つ
大
切
な
こ
と
は
人

へ
の
「
愛
」
を
育
み
続
け
て
い

く
こ
と
で
す
。
そ
れ
ら
は
皆
さ

ん
に
大
き
な
力
を
与
え
て
く
れ

る
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
は
多
く

の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
生
き

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
気
づ
く

と
、
人
に
対
す
る
「
感
謝
」
の

気
持
ち
が
自
然
に
芽
生
え
て
き

ま
す
。

　
最
後
に
、
同
窓
会
は
卒
業
生

や
在
学
生
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す

る
様
々
な
取
組
み
を
大
学
側
と

協
力
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
大

学
時
代
の
恩
師
や
友
人
た
ち
に

加
え
、
こ
れ
か
ら
は
同
窓
会
も

皆
さ
ん
の
仲
間
と
な
っ
て
応
援

し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

長
き
人
生
に
お
い
て
同
窓
生
で

あ
る
皆
さ
ん
が
成
長
す
る
こ
と

は
、
母
校
で
あ
る
北
星
学
園
大

学
に
と
っ
て
輝
か
し
い
希
望
で

す
。
積
極
的
に
同
窓
会
（
各
支

部
会
）
の
仲
間
と
な
り
、
こ
れ

か
ら
も
北
星
学
園
大
学
の
力
と

な
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
心
か

ら
期
待
し
て
い
ま
す
。

卒
業
生
に
贈
る

　  

─
未
来
は
君
達
の
も
の
─ 

         

同
窓
会 

会
長
　

松
倉
　
千
春

招待教員の酒井玲子先生

な
る
親
睦
の
た
め
に
開
催
し
て
お

り
ま
す
。
次
回
の
定
期
総
会
・
懇

親
会
は
、
２
０
１
７
年
10
月
21
日

（
土
）
に
札
幌
全
日
空
ホ
テ
ル
に
て

開
催
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
次
回
も
多

く
の
同
窓
生
、
現
旧
教
職
員
の
皆

様
の
ご
出
席
を
心
よ
り
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

チアダンス部ＳＴＡＲＲＹＳによるアトラクション同窓会奨励生の学生たち（過年度採用者含む）

写真提供：写真工房ピクセル・グラフィックス

アカペラサークルぽらりす．によるアトラクション

同窓会各支部連絡先

同窓会には各地に支部があります。ぜひ同窓会の
活動にご参加ください。

旭川支部（1983年発足）
      支部長　西岡　将晴  （0165）34̶3900
m-nishioka@town.kembuchi.hokkaido.jp

帯広支部（1985年発足）
      支部長　樋渡喜久雄  （0155）48̶6938

info@shinsyukyoukai.jp

北見支部（1987年発足）
      支部長　三浦　鶏一
      連絡先は北見支部

      総　務　関口　篤司 
090̶8909̶3316

atsuseki.tokoro@docomo.ne.jp

東京支部（1988年発足）
      支部長　遠田　嘉憲  （04）2949̶6726

ysr-enda@tbz.t-com.ne.jp

函館支部（1988年発足）
      支部長　畑中　博史  （0138）46̶2537

hiro-121@sea.ncv.ne.jp

釧路支部（1989年発足）
      支部長　角　　隆史  （0154）65̶9812

kaku4744@msn.com

千歳支部（1996年発足）
      支部長　二ツ川憲昭  （0123）24̶8242

pdjqx852@yahoo.co.jp
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2015年度 収支決算書
 予　　算

４,５８７,８０１

２３,３８０,０００

３９０,０００

６５,０００

０

０

１０,０００,０００

３８,４２２,８０１

 ２０１４年度

７２,７０５,３７５

 利　　息

１７,８００

　　　　　２０１６.１０.１５　総   会
（単位：円）２０１６.１０.  ６　幹事会

　　　　　２０１６.１０.１５　総   会
（単位：円）２０１６.１０.  ６　幹事会

     予　　算

６,３２０,１５６

２３,６００,０００

２３８,０００

６０,０００

０

０

０

３０,２１８,１５６

４,９００,０００

５００,０００

４,０００,０００

２００,０００

１００,０００

１００,０００

１６,８５０,０００

０

４,０００,０００

４００,０００

４,２００,０００

２００,０００

５,３５０,０００

７００,０００

１,０００,０００

１,０００,０００

２,０１８,１５６

６,０００,０００

４５０,０００

０

３０,２１８,１５６

備　　考

預金（６,２５７,００５）、現金（６３,１５１）

@２０,０００×１,１８０

@３,０００×６２名　@１,０００×５２名

コンサート・講演会等募金

支部長会議（６０,０００）、幹事会（１５０,０００）、役員打ち合わせ（１５０,０００）、
慶弔（５０,０００） 他

幹事会等（２００,０００）、総会等派遣 : 本部（１,０００,０００）
支部（８００,０００）、支部長会議（３５０,０００）、会長交通費（１,４２０,０００） 他

振込料 (７０,０００)、ハガキ･切手 (６０,０００)、慶弔電報 (３０,０００) 他

事務消耗品 他

同窓会案内作成 他

２００４年度以降当面凍結（同窓会年度）

卒業生記念品（１,０００,０００）、懇親会（２,５００,０００）、退職者記念品（１５０,０００）、
永年表彰金品（１００,０００）、奨励生の集い（１２０,０００） 他

寄贈文庫

各支部補助：３,３９３,０００（２０％減額）周年事業費：東京+２００,０００円、
函館+２００,０００円　英研･学祭･体育祭（４００,０００）他

@５０,０００×４名

印刷代（１,１００,０００）、郵送料(３,１５０,０００)、封入作業・封筒作成（１,１００,０００）

名簿整備、懇親会司会者謝礼 他

交通費、消耗品、例会交通費、印刷費、会議費、通信費 他

北星学園創立１００周年記念館運営（維持・保存） 他

２０１６年度積立分（６,０００,０００）

２０１６年度より新規項目　支部補助費から移動

2016年度 会計予算

収支決算・次年度予算報告

＜収入の部＞
【通常会計】

＜支出の部＞

 予　　算

５,０８０,０００

５５０,０００

４,０００,０００

２３０,０００

２００,０００

１００,０００

０

２７,９８７,０００

０

５,０００,０００

４００,０００

４,８３７,０００

２００,０００

５,３５０,０００

７００,０００

１,０００,０００

１０,５００,０００

２,３５５,８０１

３,０００,０００

０

３８,４２２,８０１

備　　考

預金（北洋銀行　４,５５８,０９３）、現金（２９,７０８）

@２０,０００×１,１７４

@１,０００×５５、@３,０００×７１

コンサート・講演会等募金

定期預金利息（北洋銀行３件解約分）

ご祝儀、幹事懇親会費

大学への寄付

 当期積立額

△７,００３,１４５

 ２０１５年度

６５,７２０,０３０

備　　考

（単位：円）

備　　考

支部長会議、幹事会 他

幹事会、総会支部招待・支部派遣 他

振込料、ハガキ・切手、慶弔電報

事務消耗品

リソグラフ、コピー機使用代

同窓会会費返還 なし

卒業生住所録 

卒業生記念品（８６７,７８５）、懇親会（１,４９４,２６３） 他

寄贈図書

各支部補助（４,５３７,０００）、英研・大学祭・体育祭補助 他

@５０,０００円×３名

大谷地だより７３号、７４号印刷代・郵送料 他

名簿整備、懇親会司会者謝礼

消耗品、例会交通費、印刷費、会議費、通信費 他

北星学園創立１００周年記念館運営、北星学園大学施設設備等

預金（北洋銀行 ６,２５７,００５）、現金（６３,１５１）

          費　　目

前 年 度 繰 越 金

同 　 窓 　 会 　 費

総 会 懇 親 会 費 収 入

プ ロ ジ ェ ク ト

利 　 　 息 　 　 等

雑 　 　 収 　 　 入

活 動 資 金 か ら の
繰 り 入 れ 収 入

      合　　　　　計

活動資金積立

合　　　　　計

          費　　目 

       【収入の部】

前 年 度 繰 越 金

同 　 窓 　 会 　 費

総 会 懇 親 会 費 収 入

プ ロ ジ ェ ク ト

利 　 　 息 　 　 等

雑 　 　 収 　 　 入

活 動 資 金 か ら の
繰 り 入 れ 収 入

      ＜収　入　計＞

【支出の部】

Ⅰ．事 　 務 　 費

　
１．会 　 議 　 費

　
２．交 　 通 　 費

　３．通 　 信 　 費

　４．物 　 品 　 費

　５．印 　 刷 　 費

Ⅱ．事 　 業 　 費

　１．名 簿 作 成 費

　
２．行 　 事 　 費

　３．同窓会文庫費

　
４．補 　 助 　 費

　５．奨 　 励 　 費

　６．会 報 発 行 費

　７．業 務 委 託 費

　８．プロジェクト活動費

　９．寄　　　　　附

Ⅲ．予 　 備 　 費

Ⅳ．資 金 積 立 金

Ⅴ．奨 学 金 積 立 金

Ⅵ．次 年 度 繰 越 金

      ＜支　出　計＞

          費　　目

Ⅰ．事 　 務 　 費

　１．会 　 議 　 費

　２．交 　 通 　 費

　３．通 　 信 　 費

　４．物 　 品 　 費

　５．印 　 刷 　 費

　６．雑　　　　　費

Ⅱ．事 　 業 　 費

　１．名 簿 作 成 費

　２．行 　 事 　 費

　３．同窓会文庫費

　４．補 　 助 　 費

　５．奨 　 励 　 費

　６．会 報 発 行 費

　７．業 務 委 託 費

　８．プロジェクト活動費

　９．寄　　　　　附

Ⅲ．予 　 備 　 費

Ⅳ．資 金 積 立 金

Ⅴ．次 年 度 繰 越 金

      合　　　　　計

 決　　算

４,５８７,８０１

２３,４８０,０００

２６８,０００

３６,７２６

３,１４５

６４,０００

１０,０００,０００

３８,４３９,６７２

 決　　算

４,３３０,４１３

３８４,９３９

３,７０８,１２２

１５３,１５３

３１,７３１

５２,４６８

０

２４,７８９,１０３

０

２,６７３,５４８

４００,０００

４,８８３,６３２

１５０,０００

５,００５,２２３

６７６,６９４

５００,００６

１０,５００,０００

０

３,０００,０００

６,３２０,１５６

３８,４３９,６７２

【活動資金積立会計】

北星学園大学同窓会に関するアンケート
●実施日：2016年6月16日（木）13：00～　●大学共通科目「北星学」講義　●回答者数：258名

【「北星学」履修者対象】集計結果Q 1. あなたの性別は？

男　子
46％

女　子
54％

Q 2-1 あなたの学科は？

心理・応用
コミュニケーション
19％

英　文
27％

経　済
22％

経営情報
12％

経済法 9％

福祉臨床 1％
福祉計画 1％

福祉心理 9％

Q 2-2 あなたの学年は？

1 年
14％

2 年
46％

3 年
21％

4 年
19％

Q 5. 大学同窓会活動について
       知っていることに○をつけ
       てください。 【複数回答可】
 Ｑ４.で、「１．知っている」と回答した方のみに
 質問（回答数22名）

1．図書館への寄贈図書　　　　　     11名

2．同窓会の奨学金（奨励生）制度

　 （１人５万円給付）　　                 1名

3．星学祭や体育祭への助成                1名

4．道内・道外の支部があること          1名

5．大谷地だよりの発行                      0名

6．同窓会主催のチャペルコンサートや

      講演会の開催                               0名

7．同窓会総会や懇親会の開催　　　    5名

8．大学ホームページの中にある同窓会の

      ページからの情報発信                   3名

Q 3. で、「2. 1 以外の地域」と
　　 回答した方の記述回答
・旭川市   14名
・帯広市    8名
・函館市    6名
・苫小牧市 5名
・滝川市　 4名
・室蘭市    3名
・北見市　 3名
・釧路市　 2名

（以下は１名ずつ）
・砂川市、赤平市、網走市、
  士別市、名寄市、稚内市
・釧路町、鹿部町、栗山町、
  標茶町、平取町、仁木町、
  興部町、幕別町、
  上士幌町、七飯町、倶知安町、
  新ひだか町、羽幌町
・神奈川県横浜市、
  埼玉県さいたま市、
  福島県会津下郷町、
  秋田県秋田市、三重県松阪市、
  福岡県久留米市

Q 7. 北星学園大学同窓会について意見や希望などがあれば
       自由に記入してください。
・図書館へよく行くので、これからも寄贈をお

　願いしたいです。

・どのような活動を行っているのかあまり認知

　していない。活動アピールする機会を増やし

　てほしい。

・もっと広報活動をして認知度を上げてほしい。

・気軽に参加できるといい。

・これからも北星の歴史を繋いでいってほしい

　です。

・いつも色々な物を寄贈してもらいありがとう

　ございます。おかげさまで楽しい大学生活を

　送れています!!

・せっかくの働きなのに、あまり認知されて

　いないと思います。

・かしこまったところではなく、北星近くの

　居酒屋で在学生と卒業生との交流ならたく

　さんの人が来やすくなると思います。

・今日の授業を聞いて、意識していないとこ

　ろで同窓会とつながっていたのだと思いま

　した。

・カラオケ大会やりたい。

・ビンゴしたい。

・北星学園大学のための活動、ご支援いつも

　ありがとうございます。

Q 6-2 で「８．その他」と回答した方の記述回答
・Ａ館Ｂ館にエアコン　・ゼミ活動補助

・部活動に励む学生への援助（アルバイト紹介、金銭的援助）

1. あ　る
    28％

2. な　い
    72％

Q 3. あなたの出身は？

1.札幌市内及び近郊
（小樽市
江別市

北広島市
恵庭市
千歳市
石狩市
当別市

新篠津村
南幌町
長沼町

岩見沢市）

71％

29％

2.　1以外の地域

Q 4. あなたは大学同窓会の
       活動を知っていますか？

1. 知っている
12％

2. 知らない
88％

Q 6-2 内容はどのようなものが良いですか？【最大2つまで】     

                                            Ｑ６-１ で「ある」と回答した方のみに質問（回答数67名）

1.親が同窓生（卒業生）で経済状
　況が厳しい学生対象の給付・  
　貸与奨学金制度     14％

2.図書館への寄贈図書をさらに
　増やす                 11％

3.大学の機器備品購入への補助
                              22％

6.同窓会によるSNS
  （facebook、twitter） 
          6％

5.同窓会独自での就職先
   紹介、出身地の企業等
   への働きかけ、就職勤
   務地の住居紹介     19％

4.派遣留学生（等）に対する
   渡航費の援助        16％

8.その他　3％

7.同窓生と在学生の交流機会を増やす 　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　9％

Q 6-1 学生の立場から同窓会に対して
        「こんなことをして欲しい」という
         希望はありますか？
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旭川支部総会・懇親会

の
同
窓
生
に
「
母
校
に
興
味
を
持
つ

き
っ
か
け
作
り
を
」
と
の
思
い
か
ら
、

新
し
く
な
っ
た
大
谷
地
キ
ャ
ン
パ
ス

を
見
学
す
る
ツ
ア
ー
の
要
望
も
出
さ

れ
、
次
年
度
に
向
け
て
検
討
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、同

窓
会
活
動
に
参
加
さ
れ
る
方
を
徐
々

に
掘
り
起
こ
し
て
い
け
る
よ
う
に
と

目
下
試
行
錯
誤
し
て
お
り
ま
す
。

 

台
風
10
号
の
影
響

 

帯
広
副
支
部
長   

成
田
　
啓
介

本
年
度
の
支
部
総
会
及
び
懇
親
会

は
９
月
24
日
（
土
）、
ア
ー
ト
ホ
テ
ル

ズ
旭
川
に
て
開
催
し
、
多
く
の
同
窓

生
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

例
年
、
支
部
総
会
に
合
わ
せ
て
、
講

演
会
を
開
催
し
て
お
り
、
本
年
度
は
、

支
部
管
内
に
あ
る
剣
淵
町
の
早
坂
純

夫
町
長
か
ら
「
未
来
に
残
し
た
い
町
」

と
題
し
、
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
総
会
で
は
、
一
人
で
も
多
く

２
０
１
６
年
９
月
４
日
（
日
）
帯

広
支
部
定
期
総
会
・
懇
親
会
を
帯
広

市
内
「
イ
ン
ザ
ス
イ
ー
ト
」
で
行
い

ま
し
た
。

同
窓
会
本
部
よ
り
松
倉
千
春
会

長
、
森
谷
恭
一
副
会
長
、
大
学
か
ら

は
濱
保
久
副
学
長
、
支
部
会
員
20
名

の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

８
月
30
日
（
火
）
に
十
勝
を
襲
っ

た
台
風
10
号
の
影
響
で
、
大
学
関
係

者
の
出
席
は
難
し
く
な
り
、
同
窓
生

一
同
、楽
し
み
が
半
減
し
ま
し
た
。
ま

さ
か
台
風
が
直
撃
し
大
災
害
に
な
る

と
は
想
定
外
で
し
た
。
新
得
町
か
ら

こ
の
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
同
窓

生
数
人
も
キ
ャ
ン
セ
ル
と
な
り
、
早

く
復
旧
し
て
ほ
し
い
と
願
う
ば
か
り

で
し
た
。

帯
広
・
十
勝
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
用
し
た
料
理
を
食
べ
な
が
ら
、

懐
か
し
い
思
い
出
話
や
近
況
報
告
し

な
が
ら
懇
親
会
は
進
ん
で
い
き
ま
し

た
。
好
評
の
お
楽
し
み
抽
選
会
も
行

い
、
豪
華
な
景
品
で
は
な
い
で
す
が
、

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

２
０
１
７
年
は
、
昨
年
来
ら
れ
な

か
っ
た
学
校
関
係
者
、
同
窓
生
に
２

倍
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
準
備
い

 

２
０
１
６
年

 

函
館
支
部
の
活
動

  

函
館
支
部
長   

畑
中
　
博
史

2017年開催 支部総会・懇親会日程

旭川支部

帯広支部

北見支部

東京支部
※時間・会場は未定です。

26

2

27

11

8

9

8

11

～

月　 日（土）

月　 日（土）

月　 日（日）

月　 日（土）

12日（日）

函館支部

釧路支部

千歳支部

9

3

2

9

9

12

月　 日（土）

月　 日（日）

月　 日（土）

２
０
１
６
年
の
函
館
支
部
の
総

会
・
懇
親
会
は
、
９
月
10
日
に
開
催

し
、
同
窓
生
17
名
、
同
窓
会
本
部
よ

り
松
倉
会
長
、
駒
ヶ
嶺
幹
事
、
大
学

よ
り
田
村
学
長
を
は
じ
め
16
名
の
教

職
員
の
皆
さ
ん
、
後
援
会
よ
り
上
端

副
会
長
が
参
加
さ
れ
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

今
年
も
総
会
・
懇
親
会
に
初
め
て

参
加
す
る
と
い
う
同
窓
生
が
４
名
い

ま
し
た
。
そ
の
他
、
久
し
ぶ
り
に
参

加
し
た
同
窓
生
、
い
つ
も
の
顔
の
同

窓
生
、
と
大
変
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富

ん
だ
会
と
な
り
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
今
年
も
同
窓
生
、
教

職
員
の
方
々
か
ら
自
己
紹
介
や
近
況

を
お
話
し
て
い
た
だ
き
、
懐
か
し
い

話
や
最
近
の
話
な
ど
を
聞
き
、
楽
し

く
懇
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
こ
数
年
、
函
館
支
部
で
も
初
め

て
参
加
す
る
と
い
う
同
窓
生
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
。
決
し
て
参
加
人
数

は
多
く
は
な
い
の
で
す
が
、

徐
々
に
参
加
者
に
広
が
り

が
出
て
き
て
い
る
と
い
う

実
感
が
あ
り
、
支
部
の
役
員

も
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
一
人
で
も
多

く
の
同
窓
生
に
参
加
し
て

も
ら
え
る
よ
う
、
函
館
支
部

を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と

思
い
を
一
つ
に
し
て
終
了

し
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
は
函
館
支

部
設
立
30
周
年
を
迎
え
ま

す
。30
周
年
を
た
く
さ
ん
の

同
窓
生
で
お
祝
い
し
、
楽
し

く
思
い
出
に
残
る
よ
う
な

企
画
を
と
、
役
員
一
同
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
道
南
に
就

職
す
る
と
い
う
卒
業
生
の

み
な
さ
ん
、
道
南
に
在
住
の

同
窓
生
の
皆
さ
ん
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

 

東
の
端
‥

 

釧
路
支
部
で
す

  

釧
路
新
支
部
長   

角
　
　
隆
史

広
大
な
釧
路
根
室
地
方
に
点
在
す

る
同
窓
生
の
拠
り
所
に
な
ろ
う
と
す

る
釧
路
支
部
で
す
。こ
の
地
域
は
牛
の

頭
数
約
34
万
頭
、
人
の
数
が
約
33
万

人
と
牛
の
数
の
方
が
多
い
地
域
で
す
。

釧
路
支
部
が
で
き
て
29
年
目
に
入
り
、

来
年
は
30
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
る

予
定
で
す
。当
初
は
若
手
会
員
で
占
め

ら
れ
て
い
た
支
部
も
高
齢
化
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
母
校
に
入
学
す
る
人
が

減
っ
た
こ
と
や
入
学
卒
業
し
て
も
Ｕ

タ
ー
ン
す
る
人
が
少
な
い
こ
と
が
要

因
か
と
思
い
ま
す
。
た
だ
民
間
企
業
、

官
庁
、学
校
関
係
の
転
勤
族
が
多
い
地

域
で
も
あ
る
の
で
、数
年
釧
路
根
室
地

方
に
滞
在
す
る
方
が
少
な
か
ら
ず
お

ら
れ
ま
す
。た
だ
個
人
情
報
の
関
係
で

そ
う
し
た
方
々
と
繋
が
っ
て
い
な
い

の
が
大
き
な
悩
み
で
す
。
こ
の
度
、卒

業
さ
れ
る
皆
さ
ん
、あ
る
い
は
お
友
達

で
赴
任
地
が
釧
路
根
室
地
方
と
い
う

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
幹
事

の
櫛
部
ま
で
【
電
話
０
１
５
４—

２
５—

０
２
８
８
　（
一
社
）
釧
路
社

会
的
企
業
創
造
協
議
会
】ご
一
報
く
だ

さ
い
。熱
烈
歓
迎
！
卒
業
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

当
支
部
は
、
同
窓
会
支
部
の
中
で

は
一
番
若
い
７
番
目
の
支
部
で
、
設

立
以
降
、
千
歳
市
・
恵
庭
市
の
会
員

で
主
に
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
し
た

が
、
平
成
21
年
か
ら
苫
小
牧
市
の
短

大
部
の
同
窓
生
も
加
わ
り
、
現
在
は

主
に
３
市
の
同
窓
生
を
中
心
に
活
動

を
続
け
て
お
り
ま
す
。

当
支
部
は
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
交

流
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
昨
年
１
月

の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
皮
切
り
に
５

月
の
キ
ャ
ン
プ
場
で
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ
、
７

月
の
「
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
千
歳

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
祭
」
参
加
の
「
井
原

水
産
＆
北
星
学
園
」チ
ー
ム
応
援（
参

加
36
チ
ー
ム
中
準
優

勝
、
一
昨
年
は
優

勝
）、９
月
に
は
新
千

歳
空
港
の
新
ア

ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施

設
見
学
、
そ
し
て
12

月
に
定
期
総
会
及
び

懇
親
会
な
ど
を
開
催

し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
支
部
会
員

の
交
流
事
業
を
行
い

な
が
ら
、
大
学
の
応

援
団
と
し
て
さ
ら
に

活
動
を
続
け
て
参
り

ま
す
の
で
、
短
大
Ｏ

Ｂ
の
方
々
も
含
め
多

く
の
同
窓
生
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

 
旭
川
支
部
の
同
窓
会

 

活
動
報
告
と
次
年
度  

 

に
向
け
て  

  

旭
川
支
部
長  

西
岡
　
将
晴

東
京
支
部
は
、
年
５
回
幹
事
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、広
報
担
当

者
会
議
は
年
３
回
会
議
を
開
催

し
、
支
部
発
足
以
来
発
行
し
続

け
て
い
る
会
報
「
ラ
イ
ラ
ッ
ク
」

は
、
昨
年
９
月
に
第
36
号
の
発

行
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

２
０
１
７
年
に
控
え
た
支
部
創

立
30
周
年
記
念
事
業
を
具
体
化

す
る
た
め
、
30
周
年
事
業
検
討

委
員
会
を
年
３
回
開
催
し
、
諸

準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

さ
あ
、
今
年
は
支
部
創
立
30

周
年
と
い
う
、
記
念
す
べ
き
時

を
迎
え
ま
す
。
30
周
年
記
念
総

会
・
懇
親
会
は
11
月
11
日
（
土
）

〜
12
日
（
日
）
に
行
わ
れ
ま
す
。

メ
イ
ン
は
、東
京
湾
の
ク
ル
ー
ジ

ン
グ
デ
ィ
ナ
ー
で
す
。東
京
湾
の

夜
景
を
見
な
が
ら
の
デ
ィ
ナ
ー

と
ハ
ワ
イ
ア
ン
の
生
演
奏
は
、

き
っ
と
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る

場
と
し
て
想
い
出
と
な
る
に
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
各
支
部
の
皆
さ
ん
、
ま

た
、
東
京
近
郊
に
就
職
さ
れ
る
卒
業

生
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
も
心
か
ら
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

 

29
才
の
東
京
支
部

 

元
気
で
す
!!

  

東
京
支
部
長   

遠
田
　
嘉
憲

 

北
星
学
園
よ
さ
こ
い

 

チ
ー
ム
応
援

  

千
歳
支
部
長   

二
ツ
川
憲
昭

当
支
部
は
、
昭
和
62
年
12
月
に
設

立
さ
れ
、支
部
と
し
て
は
３
番
目
の
歴

史
を
有
し
、本
年
度
30
周
年
の
節
目
の

年
を
迎
え
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
年
度
の
総
会
・
懇
親
会
は
、
８
月

27
日
（
土
）
に
、『
ホ
テ
ル
黒
部
』
に

お
い
て
、
同
窓
会
支
部
会
員
26
名
、
大

学
か
ら
は
濱
副
学
長
他
教
職
員
13

名
、
同
窓
会
本
部
か
ら
松
倉
会
長
他

３
名
に
加
え
、各
支
部
よ
り
８
名
の
皆

様
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、設
立
30
周

年
記
念
式
典
を
盛
大
に
行
う
こ
と
が

で
き
、
大
変
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

記
念
式
典
で
は
、
永
年
役
員
を
お

勤
め
に
な
っ
た
４
名
の
方
へ
支
部
設

立
か
ら
の
ご
苦
労
と
感
謝
を
込
め
表

彰
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
式
典

の
記
念
事
業
と
し
て
、
当
支
部
管
内

で
生
ま
れ
育
っ
た
講
談
師
の
神
田
山

陽
さ
ん
よ
り
、
江
戸
時
代
の
学
者
と

し
て
高
名
な
荻
生
徂
徠
に
ま
つ
わ
る

人
情
噺
「
徂
徠
豆
腐
」
を
演
じ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
早
口
の
よ
う
な
語

り
と
、
小
気
味
よ
く
釈
台
を
叩
く
独

特
の
テ
ン
ポ
と
リ
ズ
ム
の
講
談
の
世

界
に
参
会
者
一
同
聞
き
入
り
、
式
典

に
花
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
交
流
懇
親
会

で
は
、
遠
路
は
る
ば
る
お
越
し
い
た

だ
い
た
東
京
支
部
他
各
支
部
よ
り
お

祝
い
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
宮
川
紋
別
市
長
の
乾
杯
の
音
頭

で
、
賑
や
か
に
祝
宴
を
進
め
ま
し
た
。

余
興
で
は
、
ホ
タ
テ
く
ん
油
漬
や
地

元
銘
菓
な
ど
北
見
の
名
産
品
が
当
た

る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
に
興
じ
、
そ
の
後

の
二
次
会
で
も
大
学
Ｏ
女
史
の
「
六

本
木
心
中
」
が
今
で
も
耳
に
残
る
な

ど
、
楽
し
い
一
夜
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
の
同
窓
会
は
、
記
念
事
業
の

中
、
初
参
加
組
も
増
え
い
つ
も
よ
り

 

北
見
支
部
30
周
年

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

 

ま
す
！！

 

北
見
支
部
長   

三
浦
　
鶏
一

「井原水産＆北星学園」よさこいチーム応援

函館支部総会・懇親会

東京支部総会・懇親会

多
く
の
同
窓
生
が
集
ま
り
、
ご
来
賓

の
皆
様
と
と
も
に
、
管
内
に
広
が
っ

た
北
星
同
窓
生
の
つ
な
が
り
を
よ
り

一
層
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
貴
重
な
時

間
を
創
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
同
窓
会
本
部
や
大
学
の

お
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
、
北
見
支

部
に
多
く
の
同
窓
生
が
集
ま
り
、
着

実
に
「
北
星
学
園
」
の
裾
野
を
広
げ

て
い
き
、
次
の
40
周
年
の
節
目
ま
で

支
部
の
活
動
が
留
ま
る
こ
と
が
な
い

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す

の
で
、
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご

鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

記念事業「神田山陽独演会」

懇親会「ビンゴしても当たりかどうか運しだい」

お楽しみ抽選会で当選した松倉会長（右）と濱副学長

た
し
ま
す
の
で
、
多
く
の
同
窓
生
に

来
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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プロジェクトが発足して21年目を迎えました。これからも一層充実した内容に向けて努力したいと
考えております。今後とも皆さまのご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。

日時： 6月17日（土）
　　  午後2時から
会場：本学チャペル

札幌オペラシンガーズ（ＳＯＳ）は、北海道
唯一のオペラ研修団体として20年余活
動を続けてきた札幌オペラスタジオを母
体として、２０１５年より新たに演奏家団体
として活動を開始しました。オペラを中心
に、育児支援を目的としたコンサート、訪
問演奏会などを行いながら、未来の札
幌、北海道の豊かな芸術文化の発展に
貢献すべく活動を続けています。北星学
園大学チャペルコンサートは５年ぶり！ 
イタリアの歌劇場で活躍している北海道
出身の若手ソプラノ歌手 倉岡陽都美と
オペラシンガーズのメンバーがオペラの
世界に誘います。

（札幌オペラシンガーズ 井出祐子）

プッチーニ「蝶々夫人」ハイライト

演奏予定曲目

倉岡 陽都美（ソプラノ）

札幌オペラシンガーズ

申し込み・問い合わせ先

受付開始日は5月29日（月）で

す。「オペラコンサート参加希

望」とお書きになり、氏名、連

絡先電話番号、参加希望人数

を明記の上、メールまたはハ

ガキ、電話、FAX でお申し込

みください。その時点で受付

けとなります。

〒004－8631
札幌市厚別区大谷地西2丁目3－1

北星学園大学同窓会事務局
　　　　
TEL：011－891－2731
FAX：011－896－8311
e-mail
dousoukai@hokusei.ac.jp

友人・知人の方もぜひお誘いくだ

さい。なお、未就学のお子さんの

入場はご遠慮ください。
お願い

オペラコンサートの
申し込み方法について

去
る
10
月
29
日
（
土
）
午
後

２
時
よ
り
本
年
の
講
演
会
に

お
迎
え
し
た
の
は
、
南
極
料
理

人
と
し
て
数
々
の
著
書
で
も

知
ら
れ
る
西
村
淳
氏
で
す
。
海

上
保
安
官
と
し
て
勤
務
す
る

も
南
極
地
域
観
測
隊
に
参
加
、

調
理
担
当
者
と
し
て
内
陸
千

キ
ロ
に
入
っ
た
ド
ー
ム
ふ
じ

基
地
越
冬
隊
に
加
わ
っ
た
際

の
貴
重
な
体
験
談
を
講
演
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
の
果
て
白
い
砂
漠
の
地

で
、
気
温
平
均
マ
イ
ナ
ス
55
度

以
下
、
雪
も
降
ら
ず
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
ダ
ス
ト
が
降
り
そ
そ
ぐ
の
み
。
運

搬
、
移
動
手
段
は
犬
ゾ
リ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
実
際
は
車
輌
を
使
用
す
る
な

ど
、
知
名
度
の
割
に
、
実
態
を
知
ら
な

い
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

ド
ー
ム
ふ
じ
基
地
到
着
後
、
最
初
の

洗
礼
は
基
地
下
の
雪
を
縦
横
約
２
メ
ー

ト
ル
の
大
き
さ
で
掘
り
進
ん
で
あ
っ
た

雪
洞
の
落
盤
で
し
た
。
雪
を
掘
る
為
に

降
り
て
い
っ
た
何
人
か
が
い
た
の
で
、

必
死
の
救
助
活
動
の
最
中
、
湯
上
り
の

ほ
こ
ほ
こ
し
た
顔
や
ら
、
大
し
た
働
き

も
な
く
最
初
か
ら
最
後
ま
で
ぼ
や
く
の

み
の
人
や
ら
の
人
間
模
様
が
あ
っ
た
と

の
こ
と
。
死
人
も
ケ
ガ
人
も
出
な
か
っ

た
結
果
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
安
堵
し
て
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

車
輌
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
ボ
イ
ラ
ー

や
発
電
用
エ
ン
ジ
ン
の
保
守
点
検
、
ど

れ
を
と
っ
て
も
命
を
つ
な
ぐ
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
で
す
が
、
こ
れ
を
怠
り
越
冬
隊
最

大
の
危
機
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
燃
料
は
水
と
同
じ
く
ら
い
貴
重
な

も
の
。
暖
房
用
に
消
費
さ
れ
る
量
は
一

日
ド
ラ
ム
缶
半
分
。
建
物
か
ら
約
１５０

メ
ー
ト
ル
離
れ
た
地
点
に
備
蓄
。
燃
料

庫
に
約
40
本
。
雪
上
車
が
ブ
ル
ド
ー
ザ

で
ソ
リ
ご
と
建
物
の
側
ま
で
引
っ
張
っ

て
き
て
人
力
で
転
が
し
ド
ラ
ム
缶
を
入

れ
替
え
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
燃
料
ゼ
ロ
に
近
い
こ
と
に
気
が
つ

き
ま
し
た
が
、
可
動
車
輌
は
あ
り
ま
せ

ん
。
内
部
分
裂
寸
前
の
危
機
に
直
面
。

「
ソ
リ
か
ら
ド
ラ
ム
缶
を
降
ろ
し
転
が

し
て
く
る
…
人
力
で
…
」
と
い
う
提
案

に
は
全
面
否
定
の
声
の
中
、
隊
員
の
一

人
が
そ
れ
を
や
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。
マ
イ
ナ
ス
75
度
、
10
メ
ー
ト
ル
の

風
速
の
中
、
無
謀
に
も
乗
り
越
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

想
像
で
き
る
と
は
と
て
も
言
え
な
い

厳
し
さ
、
積
み
あ
が
っ
て
ゆ
く
不
安
、

ス
ト
レ
ス
等
々
。
任
務
を
終
え
、
無
事

帰
国
で
き
た
か
ら
こ
そ
笑
っ
て
話
せ
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
の
数
々
で
し
た
。

１
時
間
半
の
講
演
の
終
わ
り
に
、
女

性
か
ら
の
質
問
は
「
知
り
た
い
世
界
」

で
し
た
。
現
代
の
社
会
に
お
い
て
、
家

庭
や
学
校
や
職
場
で
の
人
間
関
係
の
難

し
さ
に
悩
ん
で
い
る
人
が
多
い
の
に
、

男
ば
か
り
の
息
苦
し
い
逃
げ
場
の
な
い

閉
ざ
さ
れ
た
場
所
で
長
期
間
ど
う
乗
り

越
え
た
の
か
、
ど
ん
な
魔
法
を
使
っ
た

の
で
す
か
、
と
い
う
疑
問
で
し
た
。

西
村
氏
は
多
く
を
語
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
た
だ
「
強
烈
な
個
性
の
持
ち
主

の
仲
間
た
ち
が
助
け
合
い
、
信
頼
し
合

い
、
力
を
合
わ
せ
な
け
れ
ば
生
き
て
ゆ

け
な
い
環
境
。
さ
さ
く
れ
だ
っ
た
空
気

の
中
で
も
、　〝
ご
は
ん
に
し
よ
う
〟
で

和
ら
ぐ
。
人
が
手
を
か
け
た
料
理
は
心

も
あ
た
た
か
く
す
る
も
の
で
す
」
と
。

料
理
人
の
覚
悟
と
い
う
も
の
で
し
ょ

う
か
。

去
る
10
月
２
日
（
日
）
午
後
２
時
よ

り
元
松
本
市
音
楽
文
化
ホ
ー
ル
専
属
オ

ル
ガ
ニ
ス
ト
の
保
田
紀
子
さ
ん
を
お
迎

え
し
て
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
素
晴

し
い
企
画
は
本
学
の
横
山
穣
教
授
の
紹

介
に
よ
っ
て
実
現
し
ま
し
た
。

『
ド
イ
ツ
・
オ
ル
ガ
ン
音
楽
の
伝
統
　

バ
ロ
ッ
ク
〜
ロ
マ
ン
派
〜
現
代
』
と
題

し
て
、
バ
ッ
ハ
「
ト
ッ
カ
ー
タ
、
ア
ダ
ー

ジ
ョ
と
フ
ー
ガ
　
ハ
長
調
」、
ヒ
ン
デ

ミ
ッ
ト
「
ソ
ナ
タ
２
番
」、
ブ
ラ
ー
ム
ス

「
11
の
コ
ラ
ー
ル
前
奏
曲
よ
り
　
わ
が

魂
の
切
な
る
願
い
」、
レ
ー
ガ
ー
「
序
奏

と
パ
ッ
サ
カ
リ
ア
　
ニ
短
調
」
な
ど
が

演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

ご
自
身
の
ド
イ
ツ
政
府
給
費
留
学
の

経
験
に
基
づ
く
演
奏
曲
目
ひ
と
つ
ひ
と

つ
の
て
い
ね
い
な
説
明
・
解
説
も
あ
り
、

楽
し
ん
で
聴
く
こ
と
が
で
き
て
大
変
好

評
で
し
た
。

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
重
厚
な
調
べ

去
る
12
月
11
日
（
日
）、同
窓
会
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
設
立
20
周
年
を
記
念
し
、
フ

ル
ー
テ
ィ
ス
ト
工
藤
重
典
さ
ん
と
お
嬢

さ
ん
で
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
セ
シ
リ
ア
さ
ん

を
お
迎
え
し
て
、
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

前
日
か
ら
の
大
雪
で
、
欠
航
や
空
港

閉
鎖
の
た
め
、
予
定
時
間
を
１
時
間
以

上
遅
ら
せ
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

リ
ハ
ー
サ
ル
も
打
ち
合
わ
せ
も
で
き

ず
、
お
二
人
は
着
い
て
す
ぐ
の
演
奏
と

な
り
ま
し
た
が
、
美
し
い
調
べ
が

会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
き
渡
り
ま
し

た
。
第
一
部
は
ク
レ
メ
ン
テ
ィ「
ソ

ナ
タ
　
ト
長
調 

作
品
二

−

三
」
か

ら
ス
タ
ー
ト
。
そ
し
て
、モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
、シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
と
続
き
、第

二
部
は
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
「
機
械
時

計
の
た
め
の
ア
ダ
ー
ジ
ョ
」
か
ら
、

ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
、
ド
ッ
プ
ラ
ー
、

チ
ェ
ル
ニ
ー
へ
。

が
、
チ
ャ
ペ
ル
中
に
厳
か
に
響
き
、
聴

衆
の
体
中
に
し
み
わ
た
り
、
心
が
洗
わ

れ
て
い
く
よ
う
な
感
動
を
覚
え
る
コ
ン

サ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

ア
ン
コ
ー
ル
の
最
後
に
弾
い
て
く
だ

さ
っ
た
バ
ッ
ハ
の
最
も
有
名
な
「
ト
ッ

カ
ー
タ
と
フ
ー
ガ
　
ニ
短
調
」
は
、
ま

さ
に
圧
巻
で
、
ま
だ
ま
だ
聴
い
て
い
た

い
く
ら
い
時
間
が
早
く
経
ち
ま
し
た
。

工
藤
さ
ん
の
フ
ル
ー
ト
は
、
自
然
で

の
び
や
か
で
温
か
く
、
卓
抜
し
た
技
巧

を
突
き
抜
け
て
、
未
来
へ
と
広
が
っ
て

ゆ
く
音
色
で
す
。
セ
シ
リ
ア
さ
ん
の
光

が
踊
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
ピ
ア
ノ
。

特
に
高
音
部
が
華
や
か
で
美
し
い
。
彼

の
目
指
す
「
風
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
も

の
」
と
し
て
の
音
楽
が
あ
り
ま
し
た
。

お
二
人
の
見
事
に
息
の
あ
っ
た
演
奏

で
、
寒
い
冬
の
ひ
と
と
き
、
春
の
陽
だ

ま
り
の
よ
う
な
時
間
が
流
れ
ま
し
た
。

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

  

「
ド
イ
ツ
・
オ
ル
ガ
ン
音
楽
の
伝
統

  

　
　  

バ
ロ
ッ
ク
〜
ロ
マ
ン
派
〜
現
代
」

工
藤
重
典
フ
ル
ー
ト
コ
ン
サ
ー
ト

  

「
ウ
ィ
ー
ン
の
薫
り
」

西
村
　
淳
　
講
演
会

「
知
ら
な
い
世
界
の
話
を
し
よ
う
」
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北
星
学
園
大
学
で
の
4
年
間
を

振
り
返
る
と
、
多
く
の
「
縁
」
に

恵
ま
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
友

人
や
教
職
員
の
方
と
の
出
逢
い
を

通
じ
、
私
が
学
び
過
ご
し
て
き
た

日
々
に
間
違
い
は
な
か
っ
た
、
と

今
な
ら
胸
を
張
っ
て
言
え
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
就
職
活
動
は
、
自

分
自
身
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け

と
な
り
、
大
き
く
成
長
さ
せ
て
く

れ
る
も
の
で
し
た
。
特
に
印
象
深

い
の
が
、
航
空
講
座
を
受
講
し
た

こ
と
で
す
。
こ
の
講
座
は
、
私
が

北
星
を
志
望
し
た
大
き
な
理
由
の

一
つ
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
講
師
の
先
生
の
熱
心
な
ご
指
導

の
下
、
航
空
業
界
を
目
指
す
に
あ

た
っ
て
の
資
質
や
マ
ナ
ー
、
立
ち

居
振
る
舞
い
や
話
し
方
な
ど
を
深

く
学
び
ま
し
た
。
さ
ら
に
一
歩
先

を
想
像
し
な
が
ら
行
動
す
る
こ
と

や
、
常
に
相
手
の
立
場
に
な
っ
て

考
え
る
こ
と
な
ど
、
就
職
活
動
の

み
な
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
社
会
人
に

な
る
に
あ
た
っ
て
大
切
な
こ
と
も

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。

　
卒
業
後
は
、
航
空
会
社
の
一
員

と
し
て
働
き
ま
す
。
会
社
の
顔
と

し
て
、
お
客
様
を
自
分
の
家
族
だ

と
思
っ
て
接
し
、
北
星
で
の
学
び

を
活
か
し
て
精
進
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
同
じ
夢
を
追
い
か
け

て
切
磋
琢
磨
し
て
き
た
仲
間
や
、

応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
あ
た
た
か

い
教
職
員
の
方
々
と
の
出
会
い
に

感
謝
し
、
ま
た
新
た
な
縁
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
私
に
と
っ
て
大
学
生
活
4
年
間

は
か
け
が
え
の
な
い
「
財
産
」
と

な
り
ま
し
た
。

　
大
学
１
年
目
の
タ
イ
ト
ル
は
「
選

択
と
責
任
」
で
す
。
高
校
生
ま
で

の
私
は
、
親
や
先
生
が
敷
い
た
レ

ー
ル
の
上
で
転
ば
な
い
よ
う
生
活

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
大
学
で

は
講
義
の
選
択
、
サ
ー
ク
ル
の
選

択
な
ど
全
て
自
分
の
選
択
で
生
活

が
決
ま
る
と
い
う
責
任
感
が
強
く

芽
生
え
ま
し
た
。

　
大
学
2
年
目
の
タ
イ
ト
ル
は
「
出

会
い
」
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ

ー
ク
ル
に
所
属
し
た
私
は
発
達
障

害
を
抱
え
た
子
供
達
や
、
お
祭
り

の
補
助
を
通
し
て
様
々
な
人
と
触

れ
あ
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま

た
小
学
校
か
ら
続
け
た
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
を
通
し
て
他
大
学
に
足

を
運
び
、
知
ら
な
い
人
と
ス
ポ
ー

ツ
を
し
、
視
野
を
広
げ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
経
験
か
ら
一
緒
に
成

し
遂
げ
る
大
切
さ
、
協
力
す
る
こ

と
の
素
晴
ら
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　
大
学
3
年
目
の
タ
イ
ト
ル
は
「
試

練
」
で
す
。
公
務
員
試
験
に
挑
戦

し
た
私
は
、
1
年
間
み
っ
ち
り
と

毎
日
勉
強
し
ま
し
た
。
孤
独
と
向

き
合
い
勉
強
す
る
の
は
と
て
も
辛

く
、
代
わ
り
映
え
の
な
い
毎
日
は

退
屈
で
し
た
。
し
か
し
そ
の
よ
う

な
壁
を
乗
り
越
え
、
札
幌
市
職
員

と
し
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
勉
強

の
中
で
知
識
を
得
た
だ
け
で
な
く

粘
り
強
さ
が
身
に
つ
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
4
年
目
で
あ
る
今
、
春

か
ら
社
会
人
と
し
て
働
く
と
い
う

こ
と
に
不
安
は
あ
り
ま
す
。
し
か

し
北
星
学
園
大
学
で
過
ご
し
た
4

年
間
で
得
た
「
責
任
感
」「
人
と
の

繋
が
り
」「
粘
り
強
さ
」
と
い
う
財

産
を
持
ち
社
会
に
貢
献
し
た
い
と

強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
が
、
北
星
学
園
短
期
大
学
で

過
ご
し
た
2
年
間
は
キ
ラ
キ
ラ
し

た
思
い
出
で
溢
れ
て
い
ま
す
。

　
入
学
直
後
の
ニ
セ
コ
宿
泊
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
先
生
方
の
わ

か
り
や
す
く
て
楽
し
い
英
語
の
授

業
、
友
達
と
過
ご
し
た
休
み
時
間
、

グ
ロ
ー
バ
ル
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

で
行
っ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
こ
の

ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が

あ
り
ま
す
。
ク
ラ
ス
制
と
い
う
の

も
あ
り
、
少
人
数
で
わ
か
り
や
す

く
授
業
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、

進
路
や
勉
強
で
困
っ
た
こ
と
が
あ

れ
ば
担
任
の
先
生
と
個
人
面
談
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
安
心
し
た

学
生
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
毎
日
学
校
に
行
く
の
が
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
私
に
と

っ
て
、
北
星
学
園
で
の
学
び
と
い

う
の
は
常
に
背
中
を
押
し
て
く
れ

る
よ
う
な
強
い
味
方
だ
と
思
い
ま

す
。
卒
業
後
、
私
は
ず
っ
と
憧
れ

て
い
た
職
業
に
就
き
ま
す
。
夢
を

叶
え
ら
れ
た
の
は
、
一
番
近
く
で

応
援
し
て
く
れ
て
い
た
両
親
、
北

星
学
園
の
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
や
大

学
で
出
会
っ
た
友
達
、
い
つ
も
親

身
に
な
っ
て
相
談
に
乗
っ
て
く
れ

た
担
任
の
先
生
、
い
ろ
ん
な
方
の

支
え
や
応
援
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

で
す
。
北
星
学
園
の
創
設
者
で
あ

る
サ
ラ
・
C
・
ス
ミ
ス
先
生
の
「
暗

い
世
に
あ
っ
て
星
の
よ
う
に
輝
い

て
ほ
し
い
」
と
い
う
強
い
思
い
を

受
け
継
ぎ
そ
れ
を
守
り
、
こ
れ
か

ら
も
、
北
星
で
の
学
び
を
忘
れ
ず

に
自
分
ら
し
い
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
人

生
を
送
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
文
学
部
　
英
文
学
科 

　
　
　
　
　
　
　
　 

　
教
　
授
　
　

岡
村
　
輝
人

英
文
学
科
で
の
33
年

は
、道
内
私
大
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、

某
女
子
大
に
後
れ
を
取
っ
て
い
ま
し

た
。
　
道
内
首
位
に
立
つ
た
め
、
従
来

の
英
文
学
や
英
語
学
の
研
究
を
中

心
と
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
改
め
、

英
語
力
の
強
化
を
優
先
目
標
と
し
、

教
員
が
一
丸
と
な
り
取
り
組
み
、
学

生
も
よ
く
つ
い
て
来
て
く
れ
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
、
コ
ー
ス
制
、
共

通
試
験
、
卒
業
試
験
、
T
O
E
F
L

な
ど
の
導
入
、
単
位
認
定
の
厳
格
化

な
ど
を
実
施
し
て
、
学
力
レ
ベ
ル
の

確
保
に
努
め
ま
し
た
。

　
特
に
英
語
卒
業
試
験
は
厳
し
く
、

一
流
企
業
か
ら
内
定
を
も
ら
っ
て

い
た
学
生
が
不
合
格
、
留
年
と
な

り
、
関
係
者
か
ら
批
判
が
出
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
大
部
分
の

学
生
は
熱
心
に
勉
強
し
、
英
語
力

は
格
段
に
上
昇
し
ま
し
た
。
英
語

資
格
試
験
や
教
員
採
用
試
験
合
格
者

数
の
増
加
な
ど
も
そ
れ
を
実
証
し
、

社
会
的
評
価
も
あ
が
り
、
道
内
私
大

ト
ッ
プ
に
到
達
で
き
ま
し
た
。

　
今
の
英
文
学
科
に
は
安
心
感
が

漂
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま

す
が
、油
断
は
禁
物
。
こ
れ
か
ら
は
、

同
窓
生
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
外

か
ら
見
守
り
、
エ
ー
ル
を
送
っ
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　
1
9
8
4
年
、
北
星
大
学
に
赴

任
す
る
た
め
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
か
ら

帰
国
し
て
か
ら
33
年
が
経
ち
ま
し

た
。
米
国
で
9
年
、
ド
イ
ツ
で
２

年
と
合
計
11
年
を
海
外
で
過
ご
し

た
後
で
、
ま
た
北
海
道
は
初
め
て
だ

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
戸
惑
う
こ
と
が

多
々
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
す
っ

か
り
札
幌
人
に
な
り
ま
し
た
。

　
当
時
の
本
学
は
、
文
学
部
と
経

済
学
部
だ
け
の
、
入
学
定
員
400
名

の
小
さ
な
大
学
で
し
た
。
米
国
人

宣
教
師
が
作
っ
た
北
星
学
園
は
、

英
語
教
育
に
は
定
評
が
あ
っ
た
の
で

す
が
、
1
9
8
0
年
代
の
英
文
学
科

　
4
年
間
の
大
学
生
活
は
、
私
の

人
生
の
中
で
最
も
充
実
感
に
満
ち

溢
れ
、
か
け
が
え
の
な
い
学
び
と

出
会
い
を
得
ら
れ
た
時
間
と
な
り

ま
し
た
。
私
は
昔
か
ら
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
を
抱
え
る
人
の
助
け
に

な
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
在
学
中
に
最
も
力
を

入
れ
た
の
は
社
会
福
祉
士
養
成
課

程
で
す
。
こ
れ
に
加
え
、
手
話
サ

ー
ク
ル
、
聖
歌
隊
、
そ
し
て
同
窓

会
へ
の
参
加
と
、
我
な
が
ら
色
々

な
こ
と
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。
日
々
の
活
動
の

中
で
得
ら
れ
た
友
人
や
、
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
し
た
恩
師
、
手

厚
い
配
慮
を
い
た
だ
い
た
先
輩
や

後
輩
等
、
お
世
話
に
な
っ
た
す
べ

て
の
方
々
は
、
私
に
と
っ
て
一
生

大
切
に
し
て
い
き
た
い
存
在
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　『
大
谷
地
だ
よ
り
』
第
70
号
に
て
、

私
は
同
窓
会
活
動
へ
の
参
加
の
理

由
と
し
て
「
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な

人
と
出
会
い
た
い
」
と
い
う
思
い

を
綴
り
ま
し
た
。
2
年
間
の
活
動

の
中
で
は
、
幅
広
い
世
代
の
様
々

な
人
生
を
歩
む
人
々
に
出
会
い
、

対
話
を
重
ね
、
時
に
は
自
分
の
将

来
に
つ
い
て
相
談
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
今
年

度
新
た
に
取
り
組
み
始
め
た
傾
聴

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参
加
も
、
同

窓
会
で
の
出
会
い
が
き
っ
か
け
に

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
社
会
人

と
し
て
勤
め
つ
つ
、
同
窓
生
と
し

て
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
在
学
中
に
関
わ
っ
た
す
べ

て
の
方
々
へ
の
感
謝
を
胸
に
、
今

後
も
末
永
く
北
星
学
園
大
学
に
関

わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

卒
業
に
あ
た
っ
て
の

感
謝
と
抱
負

　
　
経
済
学
部
　
経
営
情
報
学
科 

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

教
　
授
　
　

片
山
　
敏
之

大
学
の
恵
み

れ
て
い
た
。

　
着
任
は
経
営
情
報
学
科
の
開
設

の
1
9
8
7
年
で
、
情
報
系
の
教

員
と
し
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
論
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
論
、
な
ど
を
担
当

し
て
き
た
。
そ
の
頃
は
時
代
の
要

請
で
経
営
情
報
系
の
学
部
・
学
科

が
全
国
に
30
以
上
作
ら
れ
た
。
ゼ

ミ
で
は
、
J
a
v
a
言
語
、
モ
バ

イ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
ｉ

－

モ
ー
ド

ア
プ
リ
、
最
近
は
A
n
d
r
o
i
d

ア
プ
リ
な
ど
身
近
な
例
を
対
象
に
情

報
シ
ス
テ
ム
や
W
e
b
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
開
発
を
主
な
テ
ー
マ
に
、

学
生
と
共
に
学
び
な
が
ら
そ
の
時
代

の
経
営
情
報
シ
ス
テ
ム
の
役
割
を
研

究
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ゼ
ミ
は
大

学
の
恵
み
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
30
年
間
の
Ｉ
Ｔ
技
術
の
発

達
で
、
Ｉ
Ｃ
サ
イ
ズ
で
百
倍
、
ク

ロ
ッ
ク
数
と
主
メ
モ
リ
が
共
に
千

倍
等
に
よ
り
、
E
U
C
に
使
う
パ

ソ
コ
ン
の
演
算
性
能
が
百
万
倍
に

な
り
、
こ
れ
を
10
万
分
の
１
の
消

費
電
力
と
千
分
の
１
の
価
格
で
利

用
し
て
い
る
、
隔
世
の
感
が
あ
る
。

　
大
学
で
は
す
ば
ら
し
い
研
究
環

境
と
教
職
員
に
恵
ま
れ
、
私
学
と

い
う
組
織
に
も
慣
れ
、
核
物
理
学

か
ら
、
核
デ
ー
タ
応
用
、
情
報
シ

ス
テ
ム
や
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
へ
と
、

原
発
廃
止
を
含
め
、
研
究
の
幅
を

広
げ
る
こ
と
が
で
き
、
大
い
に
感

謝
で
あ
る
。

　　
い
ま
世
の
中
は
様
々
な
産
業
で

人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
ブ
ー
ム
で
あ
る
。

こ
れ
は
90
年
代
に
発
展
し
た
機
械

学
習
に
、
10
年
前
に
開
発
さ
れ
た

深
層
学
習
の
威
力
と
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
の
活
用
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
。
30
年
前
を
振
り
返
る
と
、
80

年
代
も
推
論
・
知
識
シ
ス
テ
ム
の

登
場
で
Ａ
Ｉ
ブ
ー
ム
で
あ
っ
た
。

経
営
情
報
の
分
野
で
は
戦
略
的
情
報

シ
ス
テ
ム
へ
の
変
革
期
に
あ
り
、
Ａ

Ｉ
の
応
用
と
し
て
経
営
分
析
・
計
画

な
ど
の
専
門
家
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ

れ
て
い
た
。
企
業
の
情
報
シ
ス
テ
ム

へ
の
投
資
意
欲
が
高
く
、
人
材
不
足

の
た
め
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
・
コ
ン
ピ
ュ

ー
テ
ィ
ン
グ
（
E
U
C
）
が
求
め
ら

　
　
文
学
部
　
心
理
・
応
用
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

　
　
　
　
　
　
　
　 

　
教
　
授
　
　

鹿
内
　
啓
子

北
星
出
身
で
あ
る
こ
と

く
思
っ
た
も
の
で
す
。
当
時
の
大
学

は
今
よ
り
ず
っ
と
小
規
模
で
し
た

が
、
北
海
道
の
教
育
の
中
核
を
担
っ

て
活
躍
し
て
い
る
先
生
方
を
多
く
輩

出
し
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
も
の
で

す
。
そ
の
後
教
職
実
習
準
備
室
が
開

設
さ
れ
手
厚
い
指
導
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
教
員
と
な
っ
て
い
く
卒
業

生
が
減
っ
て
い
る
の
は
と
て
も
残
念

で
す
。

　
学
科
所
属
の
教
員
と
し
て
は
、

後
援
会
主
催
の
地
区
懇
談
会
に
合

わ
せ
て
開
か
れ
る
同
窓
会
に
も
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
い
つ
も
感
じ
た
こ
と
は
、
大

学
の
4
年
間
は
時
間
的
に
は
短
い

け
れ
ど
、
そ
こ
で
得
る
も
の
は
と

て
も
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

大
学
で
学
ば
れ
た
有
形
無
形
の
こ

と
が
血
や
肉
に
な
っ
て
社
会
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
参
加
者
の
方

か
ら
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
教
育
を
し
て
い
る
だ
ろ

う
か
と
自
分
を
振
り
返
り
つ
つ
、
大

学
へ
の
誇
り
を
感
じ
る
う
れ
し
い
と

き
で
し
た
。

　
学
生
生
活
4
年
間
よ
り
も
ず
っ

と
長
い
26
年
間
を
北
星
で
過
ご
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
へ
の
感

謝
と
誇
り
を
も
っ
て
こ
れ
か
ら
も

北
星
学
園
大
学
を
応
援
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　　
1
9
9
1
年
に
文
学
部
心
理
学

コ
ー
ス
の
教
員
と
し
て
赴
任
し
、

そ
の
後
、
社
会
福
祉
学
部
福
祉
心

理
学
科
、
文
学
部
心
理
・
応
用
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
と
所
属
が
変

わ
り
、
こ
の
3
月
に
退
職
を
迎
え
ま

す
。
赴
任
当
初
は
教
職
課
程
の
教
員

で
し
た
の
で
、
教
育
実
習
の
訪
問
指

導
の
機
会
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
実

習
校
で
は
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど

北
星
出
身
の
先
生
が
お
ら
れ
、
お
話

を
す
る
度
に
教
育
へ
の
熱
意
や
信
念

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
教
頭
先
生

か
ら
も
「
北
星
出
身
の
先
生
は
力
が

あ
る
」
と
言
わ
れ
、
と
て
も
誇
ら
し

卒
業
す
る
に
あ
た
っ
て

感
謝
の
想
い

文 学 部
英文学科

山西　　葵
やまにし         あおい

大
学
生
活
を

振
り
返
っ
て

経済学部
経済学科

尾上　幸司
おのうえ　  こう じ

社会福祉学部
福祉臨床学科

尾田　聖実
お  だ       さと み

短期大学部
英文学科

小笠　紗彩
お がさ      さ あや

退
職
教
職
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

今
年
度
退
職
さ
れ
る
10
名
の
教
職
員
の
う
ち
3
名
の
方
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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2
0
1
6
年
9
月
、
北
星
学
園

大
学
と
札
幌
の
人
気
洋
菓
子
店

「
き
の
と
や
」
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
ス
イ
ー
ツ
「
北
星
オ
リ
ジ
ナ

ル
ク
ッ
キ
ー
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
企
画
は
、
本
学
の
卒
業
生

で
（
株
）
き
の
と
や 

専
務
取
締
役

で
あ
る
中
田
英
史
さ
ん
の
「
母
校

に
貢
献
し
た
い
」
と
い
う
ご
厚
意

に
よ
り
実
現
し
た
も
の
で
す
。

2
0
1
5
年
秋
に
中
田
さ
ん

と
本
学
旧
広
報
課
（
現
Ｉ
Ｒ
広
報

戦
略
室
）
と
の
間
で
行
わ
れ
た
協

議
内
容
に
基
づ
き
、
昨
年
6
月
に

学
＊

生
広
報
委
員
会
で
「
き
の
と
や

オ
リ
ジ
ナ
ル
お
菓
子
製
作
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
発
足
。
有
志
学
生

3
名
と
Ｉ
Ｒ
広
報
戦
略
室
ス
タ
ッ

フ
が
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
な

が
ら
商
品
化
を
進
め
て
き
ま
し

た
。北

星
オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
ッ
キ
ー

は
、
き
の
と
や
の
人
気
商
品
で
あ

る
「
南
郷
通
り
」
を
ベ
ー
ス
に
商

品
化
し
ま
し
た
。
南
郷
通
り
は
き

の
と
や
発
祥
の
地
で
あ
り
、
本
学

の
立
地
に
も
縁
が
深
い
地
名
で

す
。
ク
ッ
キ
ー
の
表
面
に
は
、
大

学
の
校
章
を
始
め
と
し
た
２
種
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
ロ
ゴ
が
印
字
さ
れ
て

い
ま
す
。

北
星
オ
リ
ジ
ナ
ル

ク
ッ
キ
ー
は
、
セ
ン

タ
ー
棟
１
階
の
カ

フ
ェ
「
N
O
R
T
H
 

S
T
A
R
 C
A
F
E 

S
a
r
a
h
」
及
び

大
学
生
協
購
買
の
み

で
販
売
し
て
い
ま

す
。
卒
業
生
の
皆
様

も
ご
購
入
い
た
だ
け

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
大
学
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

２５０
名
を
超
え
ま
し
た
が
、
現
役
部

員
も
２
０
１
６
年
12
月
現
在
で
46

名
の
大
所
帯
と
な
り
ま
し
た
。
部

員
の
中
に
は
高
校
時
代
に
全
国
大

会
で
活
躍
し
て
き
た
選
手
も
い
ま

す
が
、
そ
も
そ
も
陸
上
競
技
は
初

め
て
と
い
う
者
も
少
な
く
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
中
で
今
年

度
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
挙
げ
る
と
、

16
年
ぶ
り
に
北
海
道
大
学

駅
伝
大
会
に
出
場
し
た
こ

と
で
す
。
こ
の
駅
伝
は
８
月

に
札
幌
市
内
の
モ
エ
レ
沼
公

園
周
回
コ
ー
ス
（
８
区
間
）

で
行
わ
れ
、
全
日
本
大
学
駅

伝
（
熱
田
神
宮

−

伊
勢
神
宮

間
）
の
北
海
道
予
選
も
兼
ね

る
大
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
長
区
間
は
20
㎞
、
最
短
で

も
8
㎞
と
、
初
心
者
が
走
る

に
は
厳
し
い
距
離
と
な
っ
て

い
ま
す
。
春
先
に
選
手
か
ら

「
北
海
道
大
学
駅
伝
に
出
場

し
た
い
」と
の
声
が
上
が
り
、

２
０
１
５
年
11
月
22
日
（
日
）

に
、
北
星
学
園
大
学
陸
上
競
技
部

の
創
部
35
周
年
祝
賀
会
を
行
い
ま

し
た
。
当
日
は
、
夕
方
か
ら
O
B 

O
G
を
対
象
に
現
役
学
生
た
ち

が
新
キ
ャ
ン
パ
ス
を
案
内
し
た

後
、
大
学
会
館
の
３
階
で
祝
賀
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
歴
代
顧
問
の

先
生
方
３
名
に
も
お
越
し
頂

き
、
O
B
O
G
35
名
、
現
役

学
生
31
名
の
計
79
名
が
集
い

ま
し
た
。
初
め
に
初
代
顧
問

の
三
宅
章
介
先
生
か
ら
ご
祝

辞
を
頂
き
、
現
役
主
将
高
田

知
輝
君
の
乾
杯
で
祝
賀
会
が

始
ま
り
ま
し
た
。
最
大
で
33

歳
も
離
れ
た
O
B
O
G
と
現

役
学
生
で
し
た
が
、
陸
上
競

技
と
い
う
共
通
の
話
題
で
盛

上
が
り
、
お
互
い
に
親
睦
を

深
め
る
貴
重
な
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
な
お
、
創
部
10
年

か
ら
５
年
毎
に
行
っ
て
い
る

こ
の
祝
賀
会
は
、
次
回

２
０
２
０
年
東
京
五
輪
の
年

に
40
周
年
祝
賀
会
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。

さ
て
、
現
在
O
B
O
G
は

北
星
学
園
大
学
陸
上
競
技
部

創
部
35
周
年
と
16
年
ぶ
り
に
出
場
し
た

北
海
道
大
学
駅
伝
大
会

創部 35 周年祝賀会　大学会館 3 階にて

※
学
生
広
報
委
員
と
は
、
学
生
の
目
線
か
ら
北
星
学

　
園
大
学
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

　
広
報
活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
学
生
で
す
。

選
手
た
ち
で
工
夫
し
練
習
を
積
み

重
ね
、
合
宿
も
行
い
や
っ
と
の
思

い
で
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
結
果
、
８
チ
ー
ム
中

７
位
で
タ
ス
キ
も
繋
が
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
最
後
ま
で
諦
め
ず
８

区
間
を
走
り
切
っ
た
こ
と
は
何
よ

り
の
収
穫
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
の
陸
上
部
は
、
経
験
者
が
少
な

く
長
距
離
選
手
を
８
名
も
集
め
る

の
は
非
常
に
難
し
い
こ
と
で
す
。

し
か
し
今
後
も
継
続
し
て
出
場
で

き
る
よ
う
に
皆
で
力
を
合
わ
せ
て

挑
戦
し
て
ほ
し
い
で
す
。

2
0
1
6
年
2
月
1
日
〜
2
0
1
7
年
1
月
31
日
報
告
分
か
ら
抜
粋

【
チ
ア
ダ
ン
ス
部
】
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（
全
国
大
会
）

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
】

◆
会
長
杯

◆
第
66
回
北
海
道
大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
春
季
選
手
権
大
会

◆
男
子
69
回
、
女
子
61
回
北
海
道
大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
　

　
　
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

　
　
　
　
男
子

：

3
部
2
位
　

2
部
昇
格

　
　
　
　
女
子

：

3
部
2
位
　

2
部
昇
格

◆
第
１
回
ウ
ィ
ン
タ
ー
リ
ー
グ

【
羽
球
部
】

◆
第
58
回
北
海
道
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
春
季
リ
ー
グ
戦
大
会

　
　
　
　
女
子
2
部
リ
ー
グ
優
勝

　
　
　
　
女
子
1
部
昇
格

◆
第
58
回
北
海
道
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
秋
季
リ
ー
グ
大
会
　
男
子
2
部

：

2
位

◆
第
63
回
北
海
道
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
会
長
杯
争
奪
戦

　
選
手
権
大
会

◆
第
47
回
北
海
道
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
新
人
戦
大
会

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】

◆
第
49
回
大
滝
杯
北
海
道
大
学
男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
　

　
リ
ー
グ
春
季
大
会
　
女
子
3
部

：

2
位

◆
第
49
回
大
滝
杯
北
海
道
大
学
男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
リ
ー
グ
春
季
大
会
入
れ
替
え
戦
　
女
子
2
部
昇
格

◆
第
35
回
東
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
学
選
手
権
大
会

◆
第
43
回
原
崎
杯
大
学
男
・
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

　
秋
季
大
会

◆
第
43
回
原
崎
杯
大
学
男
・
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

　
秋
季
大
会
入
替
戦

◆
第
67
回
北
海
道
大
学
男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

【
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
】

◆
北
海
道
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
秋
季
リ
ー
グ
戦
大
会

　（
男
・
女
）
男
子

：

優
　
勝
　

1
部
昇
格

◆
平
成
28
年
度
札
幌
秋
季
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

【
フ
ッ
ト
サ
ル
サ
ー
ク
ル
】

◆
ア
イ
デ
ム
カ
ッ
プ
2
0
1
6

　

北
海
道
大
会

◆
ア
イ
デ
ム
カ
ッ
プ
2
0
1
6
　
北
海
道
・
東
北
セ
ン

　
ト
ラ
ル
優
勝

【
放
送
研
究
会
】

◆
第
33
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
大
学
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

【
陸
上
競
技
部
】

◆
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
豊
平
川
マ
ラ
ソ
ン

◆
第
68
回
北
海
道
学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

◆
第
68
回
小
樽
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

　
女
子
共
通
走
幅
跳     
第
2
位

：

藤
沢
　
言
羽

◆
第
36
回
千
歳
J
A
L
国
際
マ
ラ
ソ
ン

◆
北
海
道
学
連
中
距
離
競
技
会
第
一
戦

◆
北
日
本
学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

◆
北
海
道
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

◆
北
海
道
学
連
ト
ラ
ッ
ク
競
技
会

◆
第
71
回
空
知
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
　

　
女
子
走
幅
跳
　
　          

第
1
位

：

藤
澤
　
言
羽

　
男
子
走
高
跳
　
　          

第
1
位

：

青
木
　
優
典

　
男
子
三
段
跳
び

　          
第
1
位

：

大
宮
　
拓
己

　
女
子
や
り
投

　
　         

第
2
位

：

仲
谷
　
莉
美

　
男
子
1
5
0
0
ｍ

　      
第
1
位

：

山
根
　
　
司

　
男
子
4
×
1
0
0
ｍ
リ
レ
ー
　 

第
2
位

　
男
子
5
0
0
0
m
競
歩   

第
1
位

：

菊
地
　
康
介

　
男
子
円
盤
投
　
　
　
　
　 

第
2
位

：

大
友
　
昴
陽

【H
O

K
U

S
E

S
S

】

◆
第
15
回
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
ク
リ
ス
マ
ス
市 

　
　
　
　
　
　
in
S
a
p
p
o
r
o
　
ス
テ
ー
ジ
出
演

【N
M

A

】

◆
夏
期
定
期
演
奏
会

◆
学
祭
ラ
イ
ブ

◆
ク
リ
ス
マ
ス
ラ
イ
ブ

【N
o
rth

 S
ta

r B
ib

le
 C

lu
b

】

◆
ラ
イ
ラ
ッ
ク
ま
つ
り 

in 

川
下
公
園

◆
チ
ャ
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

◆
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

◆
チ
ャ
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

【
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
】

◆
第
89
回
日
本
学
生
氷
上
競
技
選
手
権
大
会

　
北
海
道
予
選

◆
第
42
回
札
幌
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

【
ア
カ
ペ
ラ
サ
ー
ク
ル
ぽ
ら
り
す
．】

◆
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト 

in 

ア
リ
オ
札
幌

◆
ラ
イ
ラ
ッ
ク
ま
つ
り 

in 

川
下
公
園
〜
リ
ラ
ラ
イ
ブ
〜

◆
ア
カ
ペ
ラ
ブ
ッ
キ
ン
グ
ラ
イ
ブ
＠

　
円
山
夜
想
　s

h
a
k
e
 it A

c
a
p
p
e
lla

◆
北
星
学
園
生
活
協
同
組
合
創
立
50
周
年
記
念
祝
賀
会

【
映
画
研
究
会
】

◆
上
映
会
を
定
期
的
に
開
催

【
演
劇
サ
ー
ク
ル
】

◆
札
幌
学
生
対
校
演
劇
祭

◆
星
学
祭
公
演

【
演
舞
同
好
会
】

◆
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り

◆
千
歳
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
　
準
優
勝

◆
す
す
き
の
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ま
つ
り

【
お
と
し
よ
り
研
究
会
】

◆
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

◆
第
22
回
　
ア
ン
デ
ル
セ
ン
グ
ル
メ
祭
り

◆
『
第
22
回
栄
和
会
祭
り
』
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

◆
い
き
い
き
健
康
・
福
祉
フ
ェ
ア
2
0
1
6

【
華
道
部
】

◆
第
2
回
池
坊
清
月
派
研
究
会

【
弓
道
部
】

◆
平
成
28
年
度
札
幌
弓
道
連
盟
弓
道
大
会

　
学
生
　
女
子
の
部

：

優
　
勝

　
　
　
　
女
子
の
部

：

準
優
勝

◆
第
62
回
全
道
学
生
弓
道
女
子
争
覇
戦

　
　
　
　
個
人
優
勝

：

樋
口
　
夕
真

◆
初
射
会

　
学
生
　
女
子
の
部

：

優
勝
　
早
川
　
真
奈

【
剣
道
部
】

◆
第
31
回
北
海
道
女
子
剣
道
段
別
選
手
権
及
び

　
第
62
回
北
海
道
剣
道
段
別
選
手
権
厚
別
区
予
選
会

　
　
　
　
男
子
三
段
の
部

：

優
　
勝
　
畠
中
　
　
駿

　
　
　
　
男
子
三
段
の
部

：

準
優
勝
　
横
田
　
琢
巳

◆
第
62
回
北
海
道
学
生
剣
道
選
手
権
大
会
及
び

　
第
43
回
北
海
道
女
子
学
生
剣
道
選
手
権
大
会

◆
北
海
道
学
生
剣
道
　
優
勝
大
会

【
茶
道
部
】

◆
留
学
生
茶
会

◆
学
校
茶
道
交
流
茶
会

◆
酪
農
学
園
大
学
　
茶
会

◆
炉
開
き

【
社
会
福
祉
研
究
会
】

◆
社
会
問
題
と
福
祉
を
考
え
る
会

◆
学
習
報
告
会
（
社
会
問
題
と
福
祉
を
考
え
る
会
）

◆
不
登
校
生
徒
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

【
写
真
部
】

◆
三
大
学
合
同
写
真
展
（
札
大
・
北
星
・
酪
農
）

◆
合
同
写
真
展
「
華
」

◆
藤
女
子
大
学
・
北
星
学
園
大
学
　
合
同
写
真
展

【
障
が
い
児
者
福
祉
研
究
会
】

◆
託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
定
期
的
に
開
催

◆
長
井
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
定
期
的
に
開
催

◆
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
定
期
的
に
開
催

【
少
林
寺
拳
法
部
】

◆
少
林
寺
拳
法
第
47
回
北
海
道
大
会
　
自
由
組
演
武
　

　
女
子
弐
段
以
上
の
部

　

2
位

：

脇
　
　
菜
摘

◆
第
50
回
記
念
少
林
寺
拳
法
全
日
本
学
生
大
会

◆
東
日
本
・
熊
本

−

大
分
地
震
復
興
支
援
　

　
第
36
回
少
林
寺
拳
法
北
海
道
大
会
　

2
0
1
6
少
林

　
寺
拳
法
全
国
大
会 

in 

お
お
い
た
　
北
海
道
選
考
会

　
自
由
組
演
武
　
一
般
男
子
三
段
の
部

　

最
優
秀
賞

　
団
体
演
舞
　
一
般
の
部

　

最
優
秀
賞

◆
少
林
寺
拳
法
第
45
回
北
海
道
学
生
新
人
大
会

　
自
由
単
独
演
舞
　

　
　
男
子
有
段
の
部
　

　

1
位

：

尻
江
　
幸
市

　
自
由
組
演
武
　
女
子
見
習
い
〜
4
級
の
部

　
　
　
　
　
　

　

2
位

：

富
樫
　
知
子
、
岩
崎
野
乃
香

　
立
合
評
価
法
　

　
　
女
子
有
段
の
部

　

最
優
秀

：

佐
々
木
美
咲

【
書
道
部
】

◆
第
22
回
　
光
芒
書
展

【
吹
奏
楽
部
】

◆
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

◆
サ
ン
ピ
ア
ザ
コ
ン
サ
ー
ト

◆
ラ
イ
ラ
ッ
ク
祭
り

◆
チ
ャ
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

◆
大
学
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

◆
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｏ
コ
ン
サ
ー
ト
を
定
期
的
に
開
催

◆
第
7
弾
　
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
コ
ン
サ
ー
ト

【
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
流
】

◆
ゲ
リ
ラ
ラ
イ
ブ

◆
北
星
＋
北
翔
＋
文
教
　
ダ
ン
ス
練
習
会

◆
ア
ル
キ
タ
杯
Ｗ
Ｓ

◆
学
祭
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー

【
創
作
研
究
会
】

◆
お
で
か
け
ラ
イ
ブ 

in 

札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

　
タ
ー

132
ク
リ
ス
マ
ス
ス
ペ
シ
ャ
ル
2
0
1
6

【
武
田
流
中
村
派
合
気
道
部
】

◆
第
41
回
学
生
合
気
道
選
手
権
大
会
（
全
国
大
会
）

◆
第
28
回
北
海
道
綜
武
道
大
会

　
一
般
男
子
　
綜
合
乱
取
試
合

：

2
位
　
杉
崎
　
伸
明

◆
第
13
回
北
海
道
学
生
選
抜
合
気
道
大
会
兼
　
第
17
回

　
新
人
戦
選
抜
部
　
男
子
綜
合

：

2
位
　
猪
野
毛
雅
人

◆
全
日
本
合
気
道
選
手
権
大
会

【
卓
球
部
】

◆
平
成
28
年
度
北
海
道
春
季
学
生
卓
球
選
手
権
大
会

◆
第
85
回
全
日
本
大
学
総
合
卓
球
選
手
権
大
会
（
団
体

　
の
部
）
北
海
道
予
選
兼
　
第
48
回
会
長
杯
争
奪
卓
球

　
大
会

◆
第
82
回
全
日
本
総
合
卓
球
選
手
権
大
会
（
個
人
の
部
）

　
北
海
道
予
選

◆
北
海
道
秋
季
学
生
卓
球
選
手
権
大
会

編
集
後
記

　　　　　　　　会員の皆様や同窓生のご友人・ご家族で
　　　　　　　　お名前、ご住所、勤務先を変更された場
合は、ホームページ・E-mail・FAX・はがきまたは電話にて
同窓会事務局までお知らせください。なお個人情報は同窓会
活動以外には使用いたしません。ご協力をお願いいたします。

同窓会ホームページ
http://www.hokusei.ac.jp/     
         alumni_association/
※ホームページから住所変更ができる
　ようになりました。

〜お願い〜

　
　

『
き
の
と
や
×
北
星
学
園
大
学
』
コ
ラ
ボ
ス
イ
ー
ツ

北
星
オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
ッ
キ
ー
が
完
成
！

北海道大学駅伝ゴール地点　アンカーの選手を囲んで

　
男
子
4
×
4
0
0
ｍ
リ
レ
ー
　 

第
1
位

　
男
子
8
0
0
ｍ
　        

第
1
位

：

小
熊
　
　
朗

　
男
子
5
0
0
0
ｍ        

第
2
位

：

山
根
　
　
司

　
女
子
走
高
跳
　             

第
1
位

：

仲
谷
　
莉
美

　
女
子
1
0
0
ｍ
　        

第
1
位

：

遠
山
ち
ひ
ろ

◆
北
海
道
大
学
駅
伝
大
会
　 

第
7
位

：

関
戸
、
荒
川

　
松
本
、
堀
合
、
加
藤
、
中
村
、
田
中
、
菊
地

◆
第
20
回
道
央
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

　
男
子
4
0
0
ｍ
　        

第
1
位

：

小
熊
　
　
朗

◆
第
45
回
北
海
道
学
生
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
　

　
女
子
1
0
0
ｍ
　        

第
1
位

：

遠
山
ち
ひ
ろ

　
女
子
走
幅
跳
　             

第
1
位

：

藤
澤
　
言
羽

　
女
子
三
段
跳                

第
2
位

：

藤
澤
　
言
羽

◆
第
81
回
札
幌
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

　
女
子
1
0
0
ｍ
　        

第
1
位

：

遠
山
ち
ひ
ろ

◆
第
41
回
札
幌
マ
ラ
ソ
ン

◆
北
海
道
学
連
競
技
会
第
3
戦
兼
北
海
道
学
連
第
11
回   

　
ス
プ
リ
ン
ト
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

◆
道
央
陸
上
記
録
会
第
7
戦
兼
第
24
回
北
海
道
陸
上
競

　
技
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

【
軽
音
楽
部
】

◆
定
期
演
奏
会

　
暖
か
い
春
の
日
差
し
が
待
ち
遠
し
い

季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
同
窓
生
の
皆
さ

ま
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
こ
の
３
月
で
本
学
を
卒
業
さ
れ

た
皆
さ
ま
、
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
日
か
ら
皆
さ
ま
は
同
窓
会
の
一

員
と
な
り
ま
す
。
同
窓
生
一
人
一
人
の
つ

な
が
り
が
同
窓
会
活
動
を
支
え
て
い
ま

す
の
で
、
住
所
や
勤
務
先
が
変
わ
ら
れ
た

際
に
は
、
同
窓
会
事
務
局
ま
で
ご
一
報
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
「
大
谷
地
だ
よ

り
」
は
同
窓
生
向
け
に
年
２
回
発
行
し

て
い
ま
す
。
次
号
で
は
２
０
１
７
年
10
月

21
日
（
土
）
に
開
催
予
定
の
総
会
・
懇
親

会
の
ご
案
内
を
い
た
し
ま
す
。
同
窓
生
同

士
と
教
職
員
が
交
流
で
き
る
貴
重
な
機

会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
多
く
の
方
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〈
同
窓
会
事
務
局
　
西
藤
〉


